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Research Project

Project/Area Number

12770746

Research Category

Grant-in-Aid for Encouragement of Young Scientists (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

Cerebral neurosurgery

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

内⼭ 尚之   ⾦沢⼤学, ⼤学院・医学系研究科, 助⼿ (80293364)

Project Period (FY)

2000 – 2001

Project Status

Completed (Fiscal Year 2001)

Budget Amount *help

¥2,100,000 (Direct Cost: ¥2,100,000)
Fiscal Year 2001: ¥1,000,000 (Direct Cost: ¥1,000,000) 
Fiscal Year 2000: ¥1,100,000 (Direct Cost: ¥1,100,000)

Keywords

神経系幹細胞 / ドパミン産⽣細胞 / 上⾐下脳組織 / パーキンソン病

Research Abstract

昨年度は,成熟ラット上⾐下脳組織由来の細胞を培養し,免疫組織化学染⾊により,それらの細胞の約90%がnestin 陽性で神経系幹細胞であることが確認された. 
平成13年度は,この神経系幹細胞からドパミン産⽣神経細胞を誘導する実験を⾏った. 
1)ドパミン産⽣能の評価:前年度の実験で得られた細胞を培養し,培養液中に遊離されるDOPAおよびdopamineの量をHELC-PC法で測定したが,その値は測定限界以下であった.しかしなが
ら,本実験で得られた神経系幹細胞が脳への移植により,⽣着可能かどうかを確認するため以下の実験を⾏った. 
2)lacZ遺伝⼦の導⼊:ドパミン産⽣能を獲得した培養神経細胞に,lacZ遺伝⼦を組み込んだアデノウイルスベクターを感染させ,移植細胞とした. 
3)細胞移植:lacZ遺伝⼦を導⼊された培養神経細胞を1×10^4に調節し,定位脳装置を⽤いてParkinson病モデルラットの線条体に移植した. 
4)組織学的検索:移植後4週のラットを⽤いた. 
・移植細胞の⽣存の確認:β-galactosidaseに対する免疫化学染⾊では⼀部細胞が陽性であり,移植細胞が脳内で⽣存していた. 
・ドパミン産⽣能の確認:tyrosine hydroxylase(TH)に対する免疫化学染⾊を⾏った.宿主側に元々存在するTH陽性細胞との識別を⾏うため,β-galactosidaseとの2重染⾊を⾏ったが,両者
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が陽性の細胞はほとんどみられなかった.つまり,今回の実験では神経系幹細胞は移植により脳内で⽣存可能であることは確認されたが,特異的にドパミンを産⽣する細胞への分化は確認で
きなかった.
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